
仮説と検証12
原爆の日について、いくつかのコメントを紹介します。
小学校のときの「何故か黙祷させられた」という体験は、
生きていたと言えるように思います。将来、このように思う
ことができるのですから。そういう意味でも、原爆の日は
知っておく必要があることではないでしょうか。
日本人である、というだけで共通点はない、という見
方もできますね。しかし、日本人だから、知り合いの知り
合いの知り合い、とも言えます。また、授業で紹介した
マルチン・ニーメラーの詩が思い出してみて下さい。

1.原爆の日

今回、「原爆」と「戦争」を十把一絡げにして「戦
争反対でいいじゃん」というコメントが目立ちました。
これもある意味、判断をしない選択に思えました。
（感想です。）

2. 原発
この授業の受講生ではあり
ませんが、現在、4年生の学
生と原発事故について話し
たことがあります。その学生も
被災地出身です。
短くまとめると、「もちろん支
援してくれた人には感謝してい
るが、被災者に対して、日本
社会全体としては冷たかった
のではないか」ということでし
た。
発電所は生命維持にも関
わる重要なインフラストラク
チャ（基盤となる設備）なので、
維持しなければなりません。そ
の一方で、大きなリスクを抱
えていることも、判断するとき
には知っておく必要があるの
ではないでしょうか。

3. 選択

4. 独裁制

5. 永久機関
永久機関はできそうな気が
しますね。それにつけ込んだ
詐欺はずーっと昔からありま
す。気をつけて下さい！

民主主義は不完全で面倒です。
ソクラテスはそれで死にましたし、
チャーチルも首相を降ります。でも、
独裁政治よりはずっとマシだ、と、
よく言われます。
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